






（4）平成25年11月15日第 110 号 清心中学校・清心女子高等学校　学園だより

中
１
郷
土
学
習
報
告

中
１
学
年
主
任　

坂
戸　

宣
房

　

す
が
す
が
し
い
秋
晴
れ
の
中
、
中
１

は
閑
谷
学
校
を
訪
れ
ま
し
た
。
学
校
を

出
発
し
て
１
時
間
ち
ょ
っ
と
で
閑
谷
学

校
へ
到
着
を
し
ま
し
た
。
到
着
し
て
す

ぐ
に
所
長
さ
ん
の
お
話
を
聞
き
、
午
前

中
は
論
語
の
講
義
を
講
堂
で
受
け
ま
し

た
。

　

慣
れ
な
い
正
座
に
苦
し
む
様
子
も
あ

り
ま
し
た
が
、「
子
曰
く
…
」
と
元
気

な
声
で
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。
最
初
の

こ
ろ
は
な
か
な
か
大
き
な
声
が
出
ず
、

何
度
も
や
り
直
し
て
い
ま
し
た
が
、
最

後
の
と
こ
ろ
は
全
員
で
大
き
な
声
が
出

て
い
ま
し
た
。

　

昼
食
を
と
り
、
午
後
は
楽
し
み
に
し

て
い
た
備
前
焼
体
験
で
す
。
講
師
の
方

の
説
明
を
よ
く
聞
き
、
湯
飲
み
や
器
な

ど
み
ん
な
思
い
思
い
の
作
品
を
仕
上
げ

て
い
き
ま
し
た
。初
め
て
の
人
も
多
く
、

戸
惑
い
な
が
ら
も
最
後
ま
で
頑
張
っ
て

い
ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
て
く
る
一
ヶ

月
後
が
非
常
に
楽
し
み
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
普
段
体
験
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
充
実
し
た
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

中
３
広
島
平
和
学
習

中
３
学
年
主
任　

森　
　

茂
樹

　

十
月
四
日
、
中
三
は
広
島
の
平
和
記

念
公
園
に
、
バ
ス
三
台
に
分
乗
し
て
向

か
い
ま
し
た
。
は
じ
め
に
「
原
爆
の
子
の

像
」
の
前
で
祈
り
の
つ
ど
い
を
し
て
か
ら

原
爆
資
料
館
の
見
学
、
原
爆
ド
ー
ム
や

数
々
の
慰
霊
碑
を
巡
り
ま
し
た
。

中
２
林
間
学
校

中
２
学
年
主
任　

松
本　

浩
和

　

中
２
は
１
泊
２
日
の
日
程
で
蒜
山
へ

林
間
学
校
に
出
か
け
ま
し
た
。
天
気
が

心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、飯
ご
う
炊
さ
ん
、

象
山
登
山
、
秋
の
里
山
散
策
を
予
定
通

Ｓ
Ｓ
Ｈ
（
理
系
）

・
中
国
四
国
地
区
生
物
系
三
学
会　

優
秀

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
賞　
『
オ
オ
イ

タ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
人
工
授
精
』

 

高
３
Ｅ 
森
下　

瑶
子

 

高
１
Ｅ 

石
田　

有
沙

・
中
国
四
国
地
区
生
物
系
三
学
会　

優
秀

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
賞　
『
オ
オ
イ
タ

サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
で
配
偶
行
動
を
誘
発
』

 

高
２
Ｅ 

田
中　

美
世

 

高
２
Ｅ 

伊
藤　

頌
子

・
中
国
四
国
地
区
生
物
系
三
学
会　

優
秀

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
賞　
『
花
酵
母

の
ア
ル
コ
ー
ル
発
酵
能
』　

 

高
３
Ｅ 

斎
藤　
　

恵　

澤
田　

春
那

 

川
井　

里
香　

田
中　

璃
彩

 

高
２
Ｅ 

大
内
田
裕
美　

秋
山　
　

慧

 

橋
本　

佳
南

・
中
国
四
国
地
区
生
物
系
三
学
会　

優
秀

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
賞　
『
シ
ダ
植

物
の
組
織
培
養
』

 

高
３
Ｅ 

杉
野　

沙
貴　

田
中　

美
典

 

弘
末　

彩
香　

鈴
木　

怜
理

 

早
瀬
有
紀
子　

森　

笑
莉
菜

・
第
29
回
日
本
霊
長
類
学
会
・
日
本
哺
乳

類
学
会
２
０
１
３
年
度　

優
秀
ポ
ス

タ
ー
賞　
『
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
飼
育
下

で
の
繁
殖
法
』

 

高
１
Ｅ 

木
村
佳
奈
子

 

高
３
Ｅ 

森
下　

瑶
子

・
第
77
回
日
本
植
物
学
会
大
会　

高
校
生

ポ
ス
タ
ー
賞　

優
秀
賞　
『
植
物
就
眠

運
動
自
動
記
憶
シ
ス
テ
ム
の
開
発
』

 

高
２
Ｅ 

芝
吹　

真
美　

平
井　

優
里

 

佐
々
木
さ
く
ら　

武
井　
　

凜

 

中
原
可
南
子　

山
本　

愛
結

・
第
84
回
日
本
動
物
学
会　

奨
励
賞　
『
オ

オ
イ
タ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
で
配
偶
行
動

を
誘
発
』

 

高
２
Ｅ 

田
中　

美
世

 

高
２
Ｅ 

伊
藤　

頌
子

運
動
系

・
Ｈ
25
年
度
倉
敷
市
内
総
合
体
育
大
会　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

第
１
位

・
Ｈ
25
年
度
備
中
支
部
高
校
総
体　

テ
ニ

ス
競
技 

第
１
位

・
第
51
回
岡
山
県
中
学
校
総
体　

テ
ニ
ス

競
技 

第
３
位

・
Ｈ
25
年
度
備
中
支
部
高
校
総
体　

水
泳

の
部 

女
子
総
合
１
位

・
第
41
回
岡
山
県
高
校
水
泳
競
技
大
会

　
　

女
子
８
０
０
ｍ
自
由
形
第
２
位

 

高
２
Ｃ　

森
下　

加
菜

　
　

女
子
２
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
第
２
位

 

高
１
Ｃ　

中
島　

優
海

・
Ｈ
25
年
度
岡
山
県
中
学
生
弓
道
大
会

　
　

団
体
２
位 

（
中
３
Ａ 

池
田
す
ぎ
な

 

池
田　

彩
乃

 

中
３
Ｃ 

小
林　

由
衣
）

　
　

団
体
３
位 

（
中
２
Ａ 

中
田　

純
白

 

中
２
Ｂ 

中
村　

妃
那

中
２
Ｃ 

植
田　
　

華
）

　
　

個
人
２
位 

植
田　
　

華

　
　
　
　

３
位 

池
田　

彩
乃

・
第
28
回
里
庄
町
椿
射
会　

　
　

第
３
位 

　

中
２
Ｃ　

植
田　
　

華

・
第
31
回
岡
山
県
高
校
空
手
道
春
季
大
会

　

個
人
形
第
３
位

 

高
３
Ｂ　

中
原
万
菜
実

文
化
系

・
岡
山
県
高
校
生
美
術
コ
ン
ク
ー
ル　

　
　

金
賞　

 

高
２
Ｂ 

有
松　

聖
華

 

高
２
Ｄ 

金
高　

千
紋

　
　

銀
賞 

高
２
Ｃ 

荒
金
は
づ
き

 

高
２
Ｅ 

森　
　

圭
子

・
第
37
回
全
国
高
校
囲
碁
選
手
権
大
会
岡

山
県
大
会　

　
　

個
人
２
位 

高
２
Ｃ 

伊
藤
み
の
り

　
　

団
体
２
位 

（
高
２
Ｃ 

伊
藤
み
の
り

 

高
２
Ｄ 

恋
河
内
桃
香

 

高
２
Ｄ 

柳　

茉
友
子
）

・
第
１
５
８
回
県
下
小
中
学
校
硬
筆
習
字

展
覧
会　

　
　

金
賞 

中
２
Ａ 

松
岡　

里
奈

 

中
２
Ｂ 

伊
藤　
　

泉

 

中
１
Ｂ 

嶋
田　

朋
夏

　
　

銀
賞 

中
２
Ｃ 

島
田　

晴
華

 

中
２
Ｃ 

松
尾　

飛
那

 

中
１
Ｃ 

堤　

咲
里
菜

　
　

銅
賞 

中
３
Ｂ 

高
野
希
良
々

 

中
３
Ｂ 

米
田　

美
樹

 

中
２
Ｃ 

大
崎　

絢
加

 

中
１
Ｃ 

川
島　

夕
夏

・
第
35
回
「
少
年
の
主
張
」
岡
山
県
大
会

　
　

優
良
賞 

中
２
Ｃ 

西
森
美
智
佳

英
語
関
連

・
第
19
回
吉
備
国
際
大
学
高
校
生
ス
ピ
ー

チ
コ
ン
テ
ス
ト

　
　

第
１
位 

高
３
Ｃ 

福
島　

綾
菜

・
亜
細
亜
大
学
高
校
生
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ

ス
ト

　
　

特
別
賞 

高
３
Ｃ 

福
島　

綾
菜

そ
の
他

・
赤
い
羽
根
募
金　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
践
校

 

優
秀
賞

校
外
活
動
実
績

校
外
活
動
実
績

り
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

特
に
生
徒
が
楽
し
み
に
し
て
い
た
飯

ご
う
炊
さ
ん
で
は
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を

煙
と
格
闘
し
な
が
ら
班
ご
と
に
協
力
し

上
手
に
作
り
上
げ
ま
し
た
。
自
分
た
ち

で
作
っ
た
ご
飯
は
、
忘
れ
ら
れ
な
い
味

と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

２
日
目
の
登
山
、
里
山
散
策
で
は
、

蒜
山
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
先
生
方
の
詳

し
い
説
明
の
お
か
げ
で
、
自
然
を
十
分

に
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

２
日
間
の
林
間
学
校
を
通
し
て
学
校

で
は
味
わ
え
な
い
貴
重
な
経
験
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

前
日
の
集
会
で
、
原
子
爆
弾
が
炸
裂

し
た
と
き
、
そ
の
下
に
い
た
原
爆
被
爆

者
の
会
の
小
野
田
久
子
さ
ん
の
講
演
を

聞
き
ま
し
た
。
広
島
市
民
の
頭
上
で
炸

裂
し
た
原
子
爆
弾
は
、
地
上
に
あ
る
す

べ
て
の
物
を
爆
風
で
な
ぎ
倒
し
、
数
千

度
の
高
熱
で
焼
き
尽
く
し
、
放
射
能
の

灰
で
覆
い
ま
し
た
。
数
々
の
資
料
や
史

跡
を
見
な
が
ら
、
言
葉
で
は
言
い
尽
く

せ
な
い
無
差
別
爆
撃
の
悲
惨
な
さ
ま
、

核
を
兵
器
と
し
て
使
用
し
た
戦
争
の
悲

惨
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

飯盒炊さんの様子

原爆資料館見学


